
地域名 取組のポイント 関係資料
ページ

岩⼿県
花巻市

市は、農家向けの説明資料の中で、実質化に向けた
スケジュールと関係機関の役割を具体的に提⽰。 P1〜４

⻑野県
松川町
増野地区

平成30年に、増野地区をモデル地区として、地域の
農業者と関係機関による推進体制の下、アンケート、
地図作成、座談会を実施。この取組を通じて増野地区
では共同作業の取組が始まった。

P5〜24

岐⾩県
⼤垣市

⼈・農地プランの取組が地区によって温度差がある
ため、農業委員・推進委員や農事改良組合⻑など地域
の農業者が主体となって⼈・農地プランの取組を⾏う
組織を市内20地区（ＪＡ⽀店単位）で設置。農業委員
会、市農林課、ＪＡが、円滑な組織運営をサポート。

P25〜27

奈良県
⼤和郡⼭市
上三橋地区

集落内で⼈・農地プランの詳細な説明を根気よく実
施し、話合いの気運を醸成。集落の話合いでは、関係
あること、ないこと、何でも発⾔してもらい、集落の
思いを取りまとめた。

P28〜32

島根県
江津市

市、農業委員会、農地バンクが推進チームを⽴ち上
げ、実質化の進め⽅に関する基本⽅針を定め、集落代
表者、農業委員・推進委員を対象とした説明会を開催。
その後、推進チームと集落代表者による集落の話合い
やアンケート実施に向けた作戦会議を実施。

P33〜48

岡⼭県
備中県⺠局
管内

備中県⺠局は、⼈・農地プランの実質化と農地中間
管理事業の推進モデル、具体的な進め⽅、地図化のイ
メージなどを⽰し、実質化の取組の浸透を図っている。

P49〜53

⼤分県
⽇⽥市
⼥⼦畑地区

地区内農地の保全や利⽤調整を⾏う「⼥⼦畑地区保
全組合」が、グラフや農地利⽤図により地区の現状を
説明しながら、品⽬毎の団地化構想に対する賛否、貸
付農地の貸付先の変更の可否等の意向を問うアンケー
トを実施。

P54〜58

沖縄県
久⽶島町

アンケートの回収率を⾼めるため、ＪＡが各地区で
⾏うさとうきび交付⾦申請⼿続の会場で、地区を担当
する農業委員・推進委員が営農意向調査を実施。さと
うきび農家以外の農家には、農業委員・推進委員が⼾
別訪問により営農意向調査を実施。

P59〜62

⼈・農地プラン実質化の取組事例



農地中間管理機構法⾒直しに伴う
「⼈・農地プランの実質化」について

花巻市農政課概要
農地中間管理事業がスタートして５年⽬の区切りを迎えたことから、

事業を⼀層推進すべく国により制度が⾒直されました。

【主な⾒直し点】
①地域農業マスタープラン（⼈・農地プラン）の実質化
②農地中間管理機構の⼿続き簡素化
③農地利⽤集積円滑化事業と農地中間管理機構の統合
④機構集積協⼒⾦の単価等の変更

⼈・農地プランの実質化とは
これまで花巻市の農業者の皆さんには、地域での話合いにより、ほ

場整備、機械・施設の導⼊、地域の共同活動などに取り組み、地域の
農業・農地を守り、発展していただきました。
⼀⽅で、地域により話合いの内容に差が出てきている現状でもあり

ます。
⼈・農地プランの実質化とは、地域の農業・農地をしっかりと守る

べく、地域の話合いにもう⼀度イチから取り組むことを⾔います。

資料１

プランの実質化に取り組まないと・・・
以下の補助事業の採択対象から外れたり、採択されにくくなります。

・機構集積協⼒⾦ ・強い農業・担い⼿づくり総合⽀援交付⾦

・農業次世代⼈材投資事業 ・担い⼿経営発展⽀援⾦融対策事業

・農業経営基盤強化資⾦利⼦助成⾦等交付事業

⾃分の地域を実質化させるには・・・（裏⾯へ）
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実質化するには
既に、地区内の相当部分（50％以上）の農地の出し⼿と受け⼿が

特定されている場合は、実質化とみなすことができます。

実質化されていない地域は、

①アンケート調査の実施

② 地図の作成

③地域での話し合い

以上のことを⾏い、話し合いの結果として、５〜10年後に農地を担
う⼈を中⼼経営体として決定する必要があります。
①のアンケート、②の地図の作成は、市役所、農業委員会、農協等

の関係機関で⾏います。③の地域での話合いについても、農業委員会、
農協、市役所等が参加し、お⼿伝いさせていただきます。
なお、この実質化に向けた取り組みは令和２年度内まで

を⽬途に⾏うこととされています。

年代分布や後継者の有無、

農地の貸付意向等をアンケート
で調査。調査結果を地図に反映。
作成した地図は、地域での話し
合いの際の参考に用いる。

既存プランの実質化の判断⽅法

①近い将来の農地の
受け手の現状経営面積 ＋②近い将来の農地の

出し手の貸付予定面積

＞５０%
対象地区内の農地面積

以下の計算式により、既に実質化されている地域か否かを
判定します。（※各地域の判定結果は別紙のとおり）

計算式

※既存プランの「中心経営体」を指す
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主担当 副担当

⇩ ⇩
実質化YES 実質化NO 市 JA
⇩ ⇩ 農業委員会
公表 ⇩

⇩

① ⼯程表案の作成 市 JA
※8⽉23⽇（⾦）まで 農業委員会

② 地区状況表の作成 市 JA
※8⽉23⽇（⾦）まで 農業委員会

③ ⼯程表の公表 市 JA
※9⽉30⽇（⽉）まで 農業委員会
⇩

④ アンケートの作成 農業委員会 市
JA

⑤ アンケートの実施（回収） 農業委員 市公社
最適化推進委員 JA

⑥ アンケートの取りまとめ 農業委員会 市
JA

⇩

⑦ 地図の作成 市 JA
農業委員会

⇩

⑧ 話し合いの場の設定 JA 農業委員会

⑨ 話し合いへの参画
※全関係機関で対応

⑩ 結果の取りまとめ・公表 市 農業委員会
※2020年（令和2年）度内 JA

６ プランの実践
⑪ 農地中間管理事業の推進 市公社 市

（県公社） 農業委員会
JA

業務内容

プ
ラ
ン
の
実
質
化

⼈・農地プランの実質化に向けたスケジュール・役割分担（案）

１ 実質化の判断既
存
プ
ラ
ン

の
判
断

プ
ラ
ン

の
実
践

２ 実質化に向けた取り組み

３ アンケートの実施

４ 地図による現状把握

５ 地域での話し合い
３・４・５
実質化に必須

資料２

市・市公社・JA・農業委員会
農業委員・最適化推進委員 等
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